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１．研究の背景と目的 

 動物園には、「種の保存」「教育・環境教育」「調査・研

究」「レクリエーション」の 4 つの社会的役割が存在する。

しかし、一般来園者の目線では「レクリエーション」施設と

しての側面が大きく、動物やそれらが生息する自然環境につ

いて「学ぶ」ことを念頭に行くことは少ない。そんな中、野

生動物の生息環境への理解を深め、それらを保護することの

重要性の発信を図り、「ランドスケープ・イマージョン

（Landscape Immersion)」という概念が生まれた。これは野

生動物の生息地を再現し、動物と来園者をとりまく景観を一

体的につくる展示方式であり、来園者は生息地に入り込み、

動物の本来の姿を垣間見るような没入体験を得る。昨今、美

術館などで「没入型」「イマーシブ」等をキーワードとした

展示が注目されているが、アート作品の世界に没入する体験

は、観客はただ展示していたときとは異なる視点で鑑賞し、

作品への理解をより深めることにつながる。動物園展示にお

いても同様に、野生動物の世界に没入する体験をつくること

は、野生動物やその生息地について理解を深め、学ぶ機会へ

とつながることが考えられる。すなわちランドスケープ・イ

マージョンは動物園本来の役割を果たすための重要な概念と

言える。ランドスケープ・イマージョン展示（以下“イマー

ジョン展示”）は、アメリカのウッドランドパーク動物園を

はじめとして、日本でも天王寺動物園などで徐々に導入され

てきている。堀川・上甫木(2007)は、イマージョン展示での

来園者の意識について天王寺動物園を対象にアンケート調査

を行い、空間特性との関係を分析しているが、移動空間と視

点場とで異なる空間要素を分析の対象としており、一貫した

指標で分析したものはない。そこで本研究では、イマージョ

ン展示における来園者の没入感に関する意識と空間特性との

関係を、先行研究とは異なる視点で分析することによって、

今後に向けた没入感のある展示空間のあり方について検討す

ることを目的とする。また、本研究での調査結果と考察を踏

まえ、千葉市動物公園大池エリアを制作対象地とした、没入

感を醸成する動物園空間の設計提案を行う。 

２．ランドスケープ・イマージョンについて 

ランドスケープ・イマージョンという言葉において、ラン

ドスケープ（landscape）は生息地（habitat）の景観を指

し、イマージョン（immersion）は浸すこと・没頭している

ことを意味する。ランドスケープ・イマージョンの定義につ

いてジョン・コー(1994)は、「来園者が動物たちと同じ景観

を分かち合う展示を表すために造られた用語である」と述べ

ており、イマージョン展示は、来園者を動物の生息地に没入

させるための空間の見え方に焦点を当てた展示手法であると

いえる。そこで本研究では、イマージョン展示における空間

そのものの見え方（可視性）と、生息地を再現するにあたっ

て最も多い景観構成要素である緑地の量や質に着目し、没入

感とどのように関係しているのかを分析・考察する。 

３．研究方法 

 本研究では、イマージョン展示が展開されている天王寺動

物園のアフリカサバンナ草食動物エリア（以下“アフリカサ

バンナ”）およびアジアの熱帯雨林（以下“アジアの森”）

を研究対象地として分析を行う。来園者意識については、イ

マージョン展示の没入感について質問した先行研究でのアン

ケート調査の結果を参考とした。空間特性については、スペ

ースシンタックス理論を用いた可視性の分析と、前後左右の

4 方向の写真を用いた緑囲率（本研究では 4 方向の緑視率の

平均値を“緑囲率”とした）の分析を行なった。この 2 つの

指標は、移動空間と視点場を同じ数値的な基準で評価し、空

間の見え方と緑地の量や配置の違いを直接比較することがで

きるため、調査項目として選定した。 

４．分析結果と考察 

 SS理論を用いた可視性の分析では、移動空間は可視性が

低いほど没入感が高まりやすいこと、視点場は再現しようと

する景観によって異なり、アフリカサバンナでは可視性が高

いほど、アジアの森では低いほど没入感が高まる傾向にある

ことがわかった。そして「閉鎖的な移動空間から、開放的な

視点場へと導かれる体験の対比(アフリカサバンナ)」「実際

の生息地のようなどこに野生動物が隠れているかわからない

という体験」「再現しようとする生息地のイメージに合致し

た景観」が没入感を高める要素として示唆された。また、緑

囲率の分析では、移動空間は緑囲率が高いほど「入り込み

感」が高まり、「良い印象」が低くなること、視点場では緑

囲率が低いほど没入感が高まる傾向にあることがわかった。

そして「圧迫感のある緑地を避けること」「単に人工物を排
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